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1. 研究の目的

文系産学連携による

島根県浜田市の食品産業振興に向けた

大学の役割を明らかにすること
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1. 研究の目的

「文系産学連携」とは？

産 学

学びの機会や研究費等を提供

知識・ノウハウ・若い力等を提供

課題

・新製品の開発
が進まない

・若者のニーズ
を知りたい

etc…

課題

・大学が有する資
源を有効活用した
い

・学生に実践的な
学びの場を提供し
たい

etc…
民間企業等 文系大学

それぞれの

課題を解決

出所：国立大学法人福井大学ホームページ「研究・産学連携」https://www.u-fukui.ac.jp/cont_scholar/ より筆者作成

https://www.u-fukui.ac.jp/cont_scholar/
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1. 研究の目的

背景にある問題意識①

・県西部の中核都市である一方、
産業規模は縮小傾向

[事業所数の推移]

参照：「令和3年度統計はまだ」

2009年7月 2021年6月

3,811事業所 3,085事業所

12年間で、

約19%（726事業所）も減少

出所：ZEKKEI JAPAN「故郷の懐かしさを感じる！島根県浜田市のおすすめ観光スポット」https://jp.zekkeijapan.com/article/index/1458/

https://jp.zekkeijapan.com/article/index/1458/
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背景にある問題意識②

1. 研究の目的

原因として

「連携面の不足」に着目

特
に 「文系産学連携」

に焦点を当てる

そして

島根県立大学・浜田キャンパスが連携の

推進に向けてどのような役割を果たしていくべきか...

具体的に明らかとなっていない
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1. 研究の目的

・社会のつながりがもたらす正の効果を指し示す

「ソーシャル・キャピタル論」からのアプローチを試みる

・対象産業を浜田市の主力産業のひとつとされる

「食品産業」に絞る

［ポイント1 ］

［ポイント2］
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1. 研究の目的
ソーシャル・キャピタル

からのアプローチ

文系産学連携による

島根県浜田市の食品産業振興に向けた

大学の役割を明らかにすること

改めて本研究の目的は、



2. 研究テーマの分野
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2. 研究テーマの分野

協働による持続可能なまち（地域振興）

第2次浜田市総合振興計画「まちづくりの大網」



3. 研究方法
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3. 研究方法

① 先行研究の整理

③ 自地域の現状調査

⑤ 他大学の現状調査

⑥ 考察

⑦ 方策の提言

④ 課題の抽出

② 分析軸の設定



4. 研究結果（一部抜粋）
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4. 研究結果

（1）ソーシャル・キャピタルと文系産学連携について

●ソーシャル・キャピタル

・定義 「協調的行動を容易にすることにより社会の効率性を改善できる、
信頼、規範、ネットワークといった社会組織の特徴」(byロバート・パットナム）

・類型 ⅰ)橋渡し型…異質なもの同士を結び付けるソーシャル・キャピタル
ⅱ）結束型…同質な者同士が結び付く 〃

⇒社会活動の効率性を改善するために大いに役立つ
ことが明らかとなっている

パットナムによる研究を通してソーシャル・キャピタルは
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4. 研究結果

（1）ソーシャル・キャピタルと文系産学連携について

●文系産学連携

・ 定義 「異なるドメインに所属する文系大学と企業というアクターの相互作用に
より、大学と企業および地域社会の効率性を改善できるネットワーク」

・ 類型 ⅰ)橋渡し型…異質なもの同士を結び付ける

・大学の役割 ⅰ）先導役 … イニシアティブ(率先力)を発揮する
ⅱ）コーディネーター役…異質なアクター同士を結び付ける
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4. 研究結果
（1）ソーシャル・キャピタルと文系産学連携について

［本研究の分析軸］

大学の役割

コーディネーター役

先導役文系産学連携の推進における
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4. 研究結果

(2)浜田市の食品産業振興に資する文系産学連携の現状

表1 調査概要表Ⅰ

★企業・大学・支援機関というそれぞれが異なる立場にある3者にインタビューを実施

⇒聴取内容等の集約から偏りのない現状把握を試みた

地域連携室長・河部安男氏地域連携室長・河部安男氏

地域連携室長・河部安男氏代表取締役社長・藤田真路氏
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4. 研究結果

(2)浜田市の食品産業振興に資する文系産学連携の現状

［企業側からみる現状］

・文系産学連携の取組状況

⇒返答1：自社や知り合いの他社も含めてそれほど取り組まれていない印象

⇒返答2：大学との接点自体がほとんどない。大学にどのような教員や学生
が所属し、何を教え学んでいるのかあまり分からない

・文系産学連携を阻む障壁

⇒返答1：マッチング機会の不足
⇒返答2：資金面の制約。その背景には市全体の活気が失われていることも関係？

・大学に期待すること

⇒返答1：街づくりへの積極的な介入
⇒返答2：産学による情報のアプトプットの場の提供



20

4. 研究結果

(2)浜田市の食品産業振興に資する文系産学連携の現状

［大学側からみる現状］

・文系産学連携の取組状況

⇒返答1：過去に経営系のゼミと地元企業がタッグを組み学生が商品開
発から販売まで携わった事例も有り

⇒返答2：KENDAI縁結びフォーラムの実績
⇒返答3：大学と企業をつなぐコーディネーター機能の発揮

・文系産学連携を阻む障壁

⇒返答：マッチング機会の不足
・大学としての展望

⇒返答：産学によるマッチング機会の創出
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4. 研究結果

(2)浜田市の食品産業振興に資する文系産学連携の現状

［支援機関側からみる現状］

・文系産学連携の取組状況

⇒返答：文系という分野に限定すると極めて少ないと思われる

・文系産学連携を阻む障壁

⇒返答1：認知度の低さ
⇒返答2：枠組みが未整備であること
⇒返答3：資金面の制約

・大学に期待すること

⇒返答1：枠組みの整備
⇒返答2：文系学生の役割発揮
⇒返答3：助成金制度の制定
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4. 研究結果
(3) 課題

●先導役

①街づくりの新たな担い手

②文系産学連携ガイドラインの策定

〇コーディネーター役

①産学によるマッチング機会の創出

②助成金制度の制定に向けた働きかけ



23

4. 研究結果
(3) 課題

〇コーディネーター役

①産学によるマッチング

機会の創出

企業理解の促進

企業向けの情報発信

産学交流の場の創出

マッチング機能のシステム化
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4. 研究結果
(3) 課題

●先導役

①街づくりの新たな担い手

②文系産学連携ガイドラインの策定

〇コーディネーター役

①産学によるマッチング機会の創出

②助成金制度の制定に向けた働きかけ
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4. 研究結果

(4)他大学による取組状況－立正大学 研究推進・地域連携センター

表2 調査概要表Ⅱ

★2013年度から権田酒造株式会社と産学連携事業を実施する立正大学の研究推進・地域連携センター

へのインタビュー調査および文献調査の結果を基に、文系産学連携に関する参考点や障壁等を再整理
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4. 研究結果
(5)文系産学連携による浜田市の食品産業振興に向けた方策－大学の役割発揮－

●先導役

①スモールスタート＆スローディベロップメント
に基づく街づくり

②大学間ネットワークによる
文系産学連携ガイドラインの策定

〇コーディネーター役

①産学によるマッチング機会の創出－4つの役割から

②助成金制度の制定に向けた市・県への
効果的なアプローチの実施
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4. 研究結果
(5)文系産学連携による浜田市の食品産業振興に向けた方策－大学の役割発揮－

●先導役

①スモールスタート＆スローディベロップメントに基づく街づくり

★小さく初めて、大きく育てていく
手順：
1.小さいことでも「10以上のアクティビティ」が揃う場所を探す
2.有機的に複数のアクティビティを結びつけていく

★ゼミ活動の一環として取り入れる
・実践的で学びの多いフィールドワークとなる
・ゼミ活動のため長期的な取組みが可能
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4. 研究結果
(5)文系産学連携による浜田市の食品産業振興に向けた方策－大学の役割発揮－

●先導役
②大学間ネットワークによる

文系産学連携ガイドラインの策定

★問い合わせ～案件開始
HP上での記載：
・問い合わせ→回答→面談→案件スタート
・文系産学連携で必要となるやりとりの図式化

★案件開始～終了
大学間ネットワークの形成に基づく情報共有・精査
⇒共同でガイドラインの策定に着手
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4. 研究結果
(5)文系産学連携による浜田市の食品産業振興に向けた方策－大学の役割発揮－

〇コーディネーター役
①産学によるマッチング機会の創出－4つの役割から

ⅰ.文系学生による企業理解の促進

ⅱ.研究シーズ公表による企業向けの情報発信

ⅲ. KENDAI縁結びフォーラムの利活用による産学交流の場の創出

ⅳ.マッチング機能のシステム化
・問い合わせページの改良 / 地域コーディネーターの登用と活用
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4. 研究結果
(5)文系産学連携による浜田市の食品産業振興に向けた方策－大学の役割発揮－

②助成金制度の制定に向けた市・県
への効果的なアプローチの実施

〇コーディネーター役

★アプローチに至り、
・文系産学連携に関する取組事例を多く精査すること
・その必要性を明確化させておくこと

⇒大学間ネットワークを形成して、
大学の垣根を越えた盛んな情報共有をしていくことが有益

が不可欠



5. 引用・参考文献一覧
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